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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディジタル受信機構造のためのタイミング同期回路であって、
　上記タイミング同期回路は、タイミング誤差検出モジュールと、タイミング誤差制御モ
ジュールとを備え、
　上記タイミング誤差検出モジュールは、ディジタルデータストリームの到来するサンプ
ル間の位相差を計算するように構成された位相差計算ユニットと、上記計算された位相差
に基づいてタイミング誤差推定値を決定し、上記決定されたタイミング誤差推定値に基づ
いてタイミング誤差検出を示す信号を生成するように構成されたタイミング誤差推定器と
を備え、
　上記タイミング誤差制御モジュールは、上記タイミング誤差検出を示す信号を受信し、
タイミング誤差検出を示す所定個数の受信された信号を評価し、しきい値と比較した後で
、上記ディジタルデータストリームを取得するために行われるサンプリングの瞬間を調整
するためのサンプリング調整コマンドを出力するように構成されるタイミング同期回路。
【請求項２】
　上記位相差計算ユニットは構成可能な遅延を与えるように適合される請求項１記載のタ
イミング同期回路。
【請求項３】
　上記到来するサンプルは同相／直交位相のペアとして供給される請求項１記載のタイミ
ング同期回路。
【請求項４】
　上記タイミング誤差推定器は、複数の上記タイミング誤差推定値を格納するための構成
可能な長さを有するレジスタを備える請求項１記載のタイミング同期回路。
【請求項５】
　上記格納されたタイミング誤差推定値の平均を演算し、平均されたタイミング誤差推定
値を生成するように構成された請求項４記載のタイミング同期回路。
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【請求項６】
　上記タイミング誤差検出を示す信号は、上記タイミング誤差推定値の極性の表示を含む
請求項１記載のタイミング同期回路。
【請求項７】
　上記タイミング誤差推定器は、上記タイミング誤差推定値をしきい値レベルと比較する
ように構成される請求項１～４、６のうちの１つに記載のタイミング同期回路。
【請求項８】
　上記タイミング誤差推定器は、上記平均されたタイミング誤差推定値をしきい値レベル
と比較するように構成される請求項５記載のタイミング同期回路。
【請求項９】
　上記タイミング誤差検出モジュールは、上記タイミング誤差推定値に対してダウンサン
プリングを行うように構成される請求項１記載のタイミング同期回路。
【請求項１０】
　上記タイミング誤差検出モジュールは、上記サンプリング調整コマンドを受信するよう
に構成される請求項１記載のタイミング同期回路。
【請求項１１】
　上記到来するサンプルは、周波数偏移変調又は位相偏移変調の変調方式により変調され
ている請求項１記載のタイミング同期回路。
【請求項１２】
　請求項１記載のタイミング同期回路を備えるディジタル受信機構造。
【請求項１３】
　受信された入力ストリームをダウンサンプリングして上記ディジタルデータストリーム
を取得するように構成されたダウンサンプリングブロック備える請求項１２記載のディジ
タル受信機構造。
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